
JR九州グループの戦略 価値創造の取り組み データセクション価値創造ストーリー

当社グループの目指すまちづくり

駅周辺に住む人
駅周辺で働く人が増加

駅周辺を訪れる
人が増加

都市圏内の移動
都市間の移動

魅力ある商業・飲食施設の整備、広場での
にぎわいづくり、ビジネス交流機会創出

新駅設置・
リニューアル

地域資源の
再発掘・発信

交通結節点と
しての機能強化

持続可能な
交通ネットワーク構築

魅力ある輸送
サービスの提供

安全な住居、生活利便
機能の提供・誘致

駅を中心としたまちづくり（ターミナル駅近郊における事例） まちとまち、まちと人、人と人をつなぐ

「住みたい・働きたい・訪れたい」まち
娯楽・文化等の
わくわく出来る
空間・時間

地域の歴史・文化・
自然環境の保全・尊重

産業インフラの
完備、持続的な
事業・雇用の創出

安全で快適な住環境、
人と人とのつながりの
ある安心できる暮らし

充実した医療・福祉、
公園や緑地への
至便なアクセス

安全で快適な移動

　新たな経営理念を踏まえ再考したマテリアリティのうち、事業面の具体的なイメージの一事例
について、このページに掲載しています。
　少子高齢化や人口減少が進む中で、そう遠くない未来には、現在のインフラ整備も含めた社
会システムの維持は困難になっていくと考えています。その中で、公共交通機関を基軸とした事
業展開をしている当社グループが為すべきことは、「駅周辺のまちづくり」と「まちとまち、まちと
人、人と人をつなぐ」ことにより、駅周辺人口・交流人口を創造し、まちを、そして社会を持続可

能なものにしていくことであると認識しています。
　元気な九州をつくっていくため、その元気を世界中に広げていくため、地域の方と話し合い、
様々な方と手を取り合いながら、長期的な視点でエリアに応じた持続可能なまちづくりに取り組
み、そしてそのまちを、交通ネットワークでつないでいくことにより、経済的・社会的な価値の創造
に取り組んでまいります。
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